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自己紹介と本報告の趣旨☆
🔴情報保障を研究課題の一つとしてきたメディア研究者

🔴 IT基本法策定時に参議院で参考人として、
またマイナンバー関連法案策定時に衆議院で参考人として
情報保障を理念として発言

🔴国や自治体の審議会等で情報政策や情報保障を提案

🔴三鷹市長として市民本位の地域情報化・電子自治体を推進

🔴現在、中央教育審議会・統計委員会等、国の審議会でコロナ禍の
課題の検討に参加

➡国民の基本的人権としての情報保障を実現し、
国民が生活（職業・教育・家庭・地域等）において
主体的にICTを利活用するための条件整備について、
次官の皆様と問題意識を共有するとともに、
今後の検討に生かしていただくための
視点を提起させていただきたい。



🔴 新型コロナウイルス感染症対策の過程（コロナ禍）で顕在
化している、コミュニケーション、ICT利活用をめぐる
光と影の実態を把握する

🔴 乳幼児・子どもから高齢者までの多世代の視点、障がい者
の視点、地域差等に着目して光と影の実態と課題解決の
方向性を考える

🔴 特に、リモートワーク・テレワーク、オンライン・遠隔授
業に焦点を当てて考える

本報告の問題意識１



出典：総務省『情報通信白書2020』

◆テレワーク導入の増加傾向

テレワークの光と影の実態と課題２



出典：
内閣府「新型コロ
ナウイルス感染症
の影響下における
生活意識・行動の
変化に関する調査
（令和2年６月）

◆業種別・雇用形態別・地域別の実施状況の傾向

テレワークの光と影の実態と課題２



テレワークの光と影の実態と課題２
◆自治体のテレワーク導入率にみる基礎自治体の低さ

出典：総務省『情報通信白書2020』



テレワークの光と影の実態と課題２

出典：内閣府「新型コ
ロナウイルス感染症の
影響下における生活意
識・行動の変化に関す
る調査（令和2年６月）

◆テレワークと家事・育児の役割分担



出典：内閣府「新型コ
ロナウイルス感染症の
影響下における生活意
識・行動の変化に関す
る調査（令和2年６月）

テレワークの光と影の実態と課題２
◆家族と過ごす時間と経験した働き方



オンライン・遠隔授業の光と影の実態と課題３



３．オンライン・遠隔授業の光と影の実態と課題オンライン・遠隔授業の光と影の実態と課題３

出典：内閣府「新型コ
ロナウイルス感染症の
影響下における生活意
識・行動の変化に関す
る調査（令和2年６月）

◆子どものオンライン教育の現状



３．オンライン・遠隔授業の光と影の実態と課題オンライン・遠隔授業の光と影の実態と課題３
◆高校生・大学等対象：学習時間・オンライン授業

出典：内閣府「新型コ
ロナウイルス感染症の
影響下における生活意
識・行動の変化に関す
る調査（令和2年６月）



オンライン・遠隔授業の光と影の実態と課題３
◆大学・高等専門学校における
今後の遠隔授業の活用に関する検討状況



過渡期として顕在化している

オンライン利活用の光を増すために求められる方向性４

◆ 企業間の相違

◆ 学校間の相違

◆ 自治体間の相違

◆ 地域間の相違等の是正の方向性を考える

〇 高齢者の視点から
〇 障がい者の視点から
〇 子どもの視点から
〇 地域の視点から



70 歳以上の行政相談委員 302 人（管区局等 50 の出先の単位ごとに 6 人程度）
期間：令和 2 年 4 月 9 日から 24 日

オンライン利活用の光を増すために求められる方向性４
高齢者の視点から



70 歳以上の行政相談委員 302 人（管区局等 50 の出先の単位ごとに 6 人程度）
期間：令和 2 年 4 月 9 日から 24 日

オンライン利活用の光を増すために求められる方向性４
高齢者の視点から



出典：内閣府「新型コ
ロナウイルス感染症の
影響下における生活意
識・行動の変化に関す
る調査（令和2年６月）

４オンライン利活用の光を増すために求められる方向性

◆テレワーク実施者対象：テレワーク利用に必要な課題・不便な点



２．テレワークの光と影の実態と課題．

出典：総務省『情報通信白書2020』

オンライン利活用の光を増すために求められる方向性４

テレワーク実施者は、
今後のテレワーク継続
希望者が多い

◆テレワーク実施者対象：テレワークの継続希望



４．オンライン利活用の光を増すために求められる方向性

出典：内閣府「新型コ
ロナウイルス感染症の
影響下における生活意
識・行動の変化に関す
る調査（令和2年６月）

◆就業者：テレワーク経験者の意識変化



４．オンライン利活用の光を増すために求められる方向性

テレワーク経験者、三
大都市圏の20歳代に地
方移住への関心が高い

出典：内閣府「新型コ
ロナウイルス感染症の
影響下における生活意
識・行動の変化に関す
る調査（令和2年６月）

◆地方への移住への関心



オンライン利活用の光を増すために求められる方向性４

緊急事態宣言中のトラ
フィックの増加が顕著

出典：総務省『情報通信白書2020』

◆通信トラフィックの状況



◆コロナ禍で顕在化した各府省バラバラのシステムの弊害

出典：行政システム研究所主催「デジタル・ガバメントDays 2020」
『ニューノーマル時代におけるデジタル・トランスフォーメーション』キーノートスピーチ資料から

オンライン利活用の光を増すために求められる方向性４
＜平将明内閣府副大臣資料＞



オンライン利活用の光を増すために求められる方向性４

🔴BCP対策としてのテレワークの意義の確認

🔴就労における時間・距離などの制約の解消
・通勤に困難がある身体障がい者の就労機会の拡充
・育児中、介護中等の職員の短時間就労可能性の拡大及び
職場情報共有機会の拡充

・通院等の必要による時間単位休暇との調整可能性の増加
🔴同時双方向型のオンライン会議等による対面による営業・交渉・
会議等の代替可能性
・遠距離出張の回避 ・遠隔間の簡易な打ち合わせ等開催可能

🔴オンライン会議による一人ひとりの考えをリアルタイムで共有
できるメリット →チャット機能等の活用

🔴通勤時間を家族との時間・余暇への活用による生活時間のゆとり

◆テレワーク（Web会議）にみられる意義



オンライン利活用の光を増すために求められる方向性４
◆テレワーク（Web会議）増加に係る課題

🔴テレワークが難しい業務の顕在化

🔴手続きや契約にかかる書面や押印の慣行に起因する出社の必要

🔴国の府省庁の間、国と自治体の間、国や自治体と民間企業との間で、web会議
サービスの接続が困難となる状況の発生

🔴職場の情報通信システムへのアクセス向上とセキュリティ確保の両立
・仮想プライベートネットワーク（VPN)通信機器の暗証番号の流出事案

🔴テレワークを想定した書類の電子化・仕事の進捗状況の確認方法の必要

🔴社員の自律や挑戦を促す経営や人事主導のマネジメント改革の必要性

🔴管理職の役割の変化：テレワークが前提の働き方での部下の仕事の把握・
指示の在り方、心身の状態の適切な把握の在り方の再検討の必要性

🔴オフィスでは職場スペースのテレワーク・オンライン型への移行、家庭での
ワークスペースの確保など、ワーク・スペースの在り方

🔴職場及び自宅での情報通信端末及び回線利用にかかるのコスト増加と負担の
在り方



オンライン利活用の光を増すために求められる方向性４
◆テレワーク（Web会議）増加に係る課題解決の方向性

🔴テレワークを含むBCP対策の再構築

🔴遠隔・分散に対応した制度慣行の見直しの必要性

🔴執務時間の在り方、成果評価等人事評価制度の再構築

🔴オフィススペースの在り方、家庭でのワークスペースの在り方の再検討

🔴国と自治体を通じたデジタル基盤の構築

🔴各府省情報システムのネットワークの統合・再構築

🔴民間との相互連携の強化（API利用の促進等）

🔴情報システムの標準化・共通化

🔴クラウドの活用促進

🔴職場及び家庭での通信端末・回線の適正化



出典：行政システム研究所主催「デジタル・ガバメントDays 2020」
『ニューノーマル時代におけるデジタル・トランスフォーメーション』キーノートスピーチ資料から

オンライン利活用の光を増すために求められる方向性４



オンライン利活用の光を増すために求められる方向性４
◆オンライン・遠隔授業の意義

🔴学びにおける時間・距離などの制約の解消

🔴同時双方向型のオンライン指導を通じた家庭学習の支援

🔴オンラインを活用し学校・教師・子ども同士の繋がりの維持

🔴一人一人の考えをリアルタイムで共有できる
→「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善

🔴学びの幅が広がり、多様な考えに触れる機会が充実

🔴多様な状況の子どもたちの学習機会の確保

🔴場面に応じた学びの支援

🔴多様な子どもたちを誰一人取り残すことのない個別最適な学びや支援

🔴子どもの学習状況に応じた教材等の提供により、知識・技能の習得等に効果的
な学びの推進

🔴障害のある子どもたちの情報保障やコミュニケーションツールの提供



３．オンライン・遠隔授業の光と影の実態と課題

🔴 端末の不足、情報通信環境の課題

🔴 授業に関するノウハウの不足

🔴 学校間・地域間の格差

🔴学校・教室のレイアウト等の適正化

🔴 オンライン・遠隔教育の制度上の取り扱いについては、今回は通知で確認さ
れたが、制度上の整備がさらに必要

🔴 学校内外における児童生徒の学習ログや、健康状態等について、転校や進学
等にもかかわらず継続的にデータ連携や分析を可能とするための標準化や利
活用の検討

◆オンライン・遠隔授業に係る課題

オンライン利活用の光を増すために求められる方向性４



３．オンライン・遠隔授業の光と影の実態と課題

🔴学びと社会をつなげることにより「社会に開かれた教育課程」の実現

🔴プログラミング教育や情報モラル教育などの情報教育の充実

🔴教育データの収集・分析により、各教師の実践知や暗黙知の可視化・定式化や新たな
知見の生成

🔴経験的な仮説の検証や個々の子どもの効果的な学習方法等の特定

🔴学校における働き方改革の推進
・教材研究・教材作成等の授業準備にかかる時間・労力の削減
・書類作成や会議等の効率的・効果的な実施
・遠隔技術を活用した教員研修や各種会議の実施

🔴災害や感染症等の発生による緊急時における学校教育活動継続の保障

🔴オンライン・遠隔教育を適切に実施可能な学校・教室の適切な情報基盤・学習環境の
整備

🔴子どもの学習や生活、学校健康診断結果を含む心身の健康状況等に関する様々な情報
を把握・分析することによる抱える問題の早期発見・早期解決

◆オンライン・遠隔授業に係る課題解決の方向性 ＜中教審での議論から＞

オンライン利活用の光を増すために求められる方向性４



４．オンライン利活用の光を増すために求められる方向性

◆ICT利活用、対面指導と遠隔・オンライン教育とのハイブリッド化が求める環境整備

オンライン利活用の光を増すために求められる方向性４
文部科学省作成資料



◆多様な子どもたちの個別最適化された学びの実現の方向性

オンライン利活用の光を増すために求められる方向性４
文部科学省作成資料



４．オンライン利活用の光を増すために求められる方向性

◆障がいのある児童生徒に向けた特別支援教育に生かすICT等

オンライン利活用の光を増すために求められる方向性４
文部科学省作成資料



◆デジタルディバイド（digital divide）・情報格差

５

インターネット等の情報通信技術（ICT）を利用できる者と利用できない者との間にもた
らされる格差。

🔴 国内の都市と地方などの地域間の格差を指す地域間デジタル・ディバイド

🔴身体的・社会的条件から情報通信技術(ICT) を使いこなせる者と使いこなせない者の間
に生じる格差を指す個人間・集団間デジタル・ディバイド

○貧困 ○障がい ○学習機会 ○年齢

🔴インターネット等の利用可能性から国際間に生じる国際間デジタル・ディバイド

◆デジタルディバイドにより、貧富の差、情報量の差、教育・職
業をはじめとする社会参加・社会活動の機会の差が拡充・増幅さ
れる可能性がある

◆コロナ禍においてデジタルディバイドを増幅させないためにす
べきことは？

＜意見交換＞コロナ禍において、オンライン利活用を生かし、くらしを豊かにする
ための国・自治体・民間・国民の在り方と「民学産公官の協働」の推進に向けて５



◆社会的包摂・ユニバーサル・情報バリアフリー

🔴SDGs：「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現
発展途上国のみならず先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なもの

🔴障害者や高齢者を含むすべての人々が、IT化による利益を享受することを目的に行なう
方策で、情報利活用のアクセシビリティの確保、文字の大きさ・色合い・音声ガイダン
スといったインターフェイスの充実

🔴特にIT分野で誰でも使える「ユニバーサルデザイン」を構築しようという方向性

◆ユニバーサル化により、貧困をなくし、情報量の差をなくし、
教育・職業をはじめとする社会参加・社会活動の機会を平等に開
いていくことが目指される

◆コロナ禍においてデジタルディバイドをなくす
ユニバーサル化を目指すために、民学産公官の協働が必要

＜意見交換＞コロナ禍において、オンライン利活用を生かし、くらしを豊かにする
ための国・自治体・民間・国民の在り方と「民学産公官の協働」の推進に向けて５


